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東
京
都
の
保
育
計
画
案
で
は
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
質
、
量
と
も

拡
充
し
、
今
後
５
年
間
で
定
員

を
３
万
５
千
人
増
や
す
と
し
て

い
る
。
①
区
は
保
育
ニ
ー
ズ
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
保
育
需

要
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
②

駅
に
近
い
旧
桃
丘
小
学
校
跡
施

設
の
保
育
園
機
能
を
再
活
用
し

て
は
ど
う
か
。
③
区
は
職
員
２

千
人
体
制
を
目
指
し
保
育
園
の

民
営
化
を
進
め
て
い
る
が
、
保

育
の
需
要
増
を
踏
ま
え
、
今
後
、

保
育
士
を
含
め
区
立
保
育
園
の

運
営
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

区　

長　

①
景
気
の
低
迷
に

よ
り
母
親
の
就
労
意
向
が
高
ま

り
、
０
歳
か
ら
２
歳
の
保
育
需

要
が
急
増
し
て
い
る
。
対
策
と

し
て
、
区
立
保
育
園
の
建
て
替

え
・
民
営
化
に
よ
る
定
員
増
や
、

認
証
保
育
所
の
新
規
開
設
支
援
、

家
庭
福
祉
員
の
拡
大
な
ど
、
可

能
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。
②
旧
桃
丘
小
学
校
跡
施
設

は
産
業
関
連
施
設
と
し
て
活
用

を
検
討
し
て
い
る
。
保
育
需
要

は
長
期
的
に
増
加
傾
向
と
予
測

し
て
お
り
、
暫
定
的
な
保
育
園

設
置
で
は
効
果
が
限
定
さ
れ
る

た
め
、
一
時
的
な
活
用
は
考
え

て
い
な
い
。
③
保
育
所
運
営
は
、

民
間
活
力
を
生
か
し
保
育
需
要

の
増
加
に
対
応
し
つ
つ
、
２
千

人
体
制
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

早
急
に
防
犯
対
策
を
進
め
よ

　

①
区
民
意
識
調
査
に
よ
る
区

が
取
り
組
む
べ
き
防
犯
対
策
は
、

１
．
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に

よ
る
巡
回
、
２
．
地
域
や
警
察

自
由
民
主
党
議
員
団　

高
橋　

ち
あ
き
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対
策
を
急
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ

と
の
連
携
強
化
、
３
．
犯
罪
に

強
い
環
境
づ
く
り
、
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
い
る
か
。
②
区
長
は
「
安
全

で
安
心
な
ま
ち
」、「
中
野
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
防
犯
の
取
り
組
み
は

最
重
要
課
題
だ
。
早
急
に
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
自
主
的
な
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
資
機
材
の
提

供
や
保
険
料
の
助
成
な
ど
、
区

民
の
防
犯
活
動
が
広
が
る
よ
う

支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推
進

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
②
区

民
の
防
犯
活
動
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
青
色
灯
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
の
巡
回
を
は
じ
め
、

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
む
。

　

区
の
公
会
計
改
革
の
一
端
を

な
す
財
務
監
理
体
制
の
確
立
、

年
次
報
告
書
の
作
成
な
ど
の
実

施
が
遅
れ
て
い
る
。
①
基
準
モ

デ
ル
に
よ
る
複
式
簿
記
・
発
生

主
義
会
計
が
当
初
予
定
の　

年
２３

度
に
導
入
で
き
る
の
か
。
②
予

定
を
変
更
し
、
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
導
入
が
現
実
的
で
は
。

　

区　

長　

①
全
庁
的
な
統
制

の
制
度
設
計
を
追
加
で
検
討
し

て
い
る
た
め
、
当
初
予
定
と
は

異
な
る
進
行
と
な
っ
て
い
る
。

②
資
産
の
現
在
価
値
を
よ
り
高

い
確
度
で
記
録
で
き
る
た
め
、

基
準
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
い
。

情
報
通
信
環
境
を
整
備
し 

中
野
駅
周
辺
の
魅
力
創
出
を

　

区
長
は
中
野
駅
周
辺
を
東
京

の
新
た
な
活
動
拠
点
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
手

段
と
し
て
、
グ
リ
ッ
ド
型
の
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
や
ネ
ッ
ト

公
明
党
議
員
団　

飯
島　
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着
実
に
実
行
へ
移
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

で
の
地
域
Ｆ
Ｍ
放
送
の
開
始
、

警
察
大
学
校
跡
地
施
設
に
ユ
ー

ス
ト
リ
ー
ム
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
の
整
備
を
行
っ
て
は
。

　

区　

長　

駅
周
辺
地
区
は
時

代
の
先
端
を
行
く
、
特
色
の
あ

る
エ
リ
ア
と
し
た
い
。
提
案
の

内
容
も
参
考
に
、
仕
掛
け
づ
く

り
を
検
討
し
た
い
。

糖
尿
病
対
策
・
が
ん
登
録
の 

推
進
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

　

①
区
長
が
推
進
を
説
く
糖
尿

病
予
防
対
策
と
は
、
現
行
の
特

定
保
健
指
導
事
業
の
枠
を
超
え

る
も
の
か
。
②
健
康
へ
の
取
り

組
み
と
が
ん
対
策
は
切
り
離
す

こ
と
が
で
き
ず
、
対
策
で
重
要

な
の
は
が
ん
登
録
の
推
進
と
聞

く
。
区
で
の
取
り
組
み
は
。

　

区　

長　

①
国
保
特
定
保
健

指
導
を
終
え
た
、
糖
尿
病
の
ハ

イ
リ
ス
ク
者
に
対
す
る
生
活
習

慣
の
改
善
指
導
の
実
施
な
ど
を

考
え
て
い
る
。
②
が
ん
登
録
推

進
検
討
会
を
都
が
設
置
し
、
登

録
推
進
に
向
け
た
検
討
を
し
て

お
り
、
動
向
を
見
守
り
た
い
。

子
ど
も
の
学
力
向
上
に 

つ
な
が
る
予
算
の
確
保
を

　

①
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全

実
施
が
近
づ
い
て
い
る
が
、
来

年
度
、
準
備
に
必
要
な
経
費
の

見
込
み
は
。
②
少
人
数
指
導
の

成
果
を
出
す
た
め
に
は
、
土
曜

日
の
正
規
活
用
や
地
域
教
育
力

の
活
用
が
必
要
で
、
そ
の
予
算

を
措
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

①
中
学
校
分
で
は

教
科
書
採
択
・
音
楽
科
の
伝
統

楽
器
購
入
な
ど
で
、
小
学
校
分

で
は
外
国
語
活
動
指
導
助
手
の

経
費
な
ど
で
約
７
千
８
百
万
円

が
必
要
で
あ
る
。
②
習
熟
度
別

の
少
人
数
指
導
で
学
力
向
上
ア

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
配
置
し
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
教
育
力
活

用
を
検
討
中
で
あ
り
、
土
曜
授

業
の
あ
り
方
も
検
討
し
た
い
。

日
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産
党
議
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長
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和
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区
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今
後
、
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
に
投
じ
る
費
用
は
４
２
２

億
円
に
の
ぼ
り
、
区
民
の
重
い

負
担
と
な
り
か
ね
な
い
。
財
源

に
補
助
金
や
交
付
金
を
充
て
る

と
し
て
い
る
が
、
区
民
・
国
民

の
税
金
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は

な
い
。
不
要
不
急
の
開
発
事
業

は
、
区
民
の
目
線
か
ら
検
討
し

直
す
必
要
が
あ
る
。
①
補
助
金

な
ど
が
入
ら
な
か
っ
た
場
合
も
、

計
画
は
推
進
し
て
い
く
の
か
。

②
中
野
駅
周
辺
開
発
事
業
に
、

今
後
１
５
１
億
円
も
の
起
債
を

発
行
す
る
と
し
て
い
る
。「
財

政
非
常
事
態
」
と
言
い
な
が
ら

区
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
ま
ち
づ
く
り
事

業
で
は
、
国
や
都
の
さ
ま
ざ
ま

な
仕
組
み
を
活
用
し
、
必
要
な

対
応
を
と
っ
て
い
く
。
国
や
都

の
制
度
変
更
に
よ
り
補
助
金
な

ど
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
当
然

計
画
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
。

②
社
会
資
本
整
備
は
、
起
債
の

活
用
に
よ
り
負
担
を
平
準
化
し
、

計
画
的
に
事
業
を
進
め
る
。
ま

た
、
公
債
費
負
担
率
を　

％
程

１０

度
に
抑
え
た
計
画
で
あ
り
、
過

大
な
負
担
と
は
な
ら
な
い
。

待
機
児
解
消
に
向
け
た 

根
本
的
な
対
策
を
実
施
せ
よ

　

民
営
化
に
よ
る
定
員
の
拡
大
、

認
証
保
育
所
や
定
員
の
弾
力
化

な
ど
の
規
制
緩
和
に
よ
る
安
上

が
り
な
待
機
児
対
策
で
は
、
根

本
的
な
解
決
は
図
れ
な
い
。
①

認
可
保
育
園
の
計
画
的
な
増
設

を
図
る
べ
き
で
は
。
②
待
機
児

対
策
が
緊
急
課
題
で
あ
る
以
上
、

学
校
の
空
き
教
室
な
ど
の
安
全

性
を
確
保
し
、
活
用
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
保
育
園
の
建
て

替
え
・
民
営
化
に
よ
る
定
員
増
、

認
証
保
育
所
の
開
設
支
援
、
幼

稚
園
の
預
か
り
保
育
の
推
進
な

ど
、
多
様
な
方
法
を
組
み
合
わ

せ
対
応
し
て
い
く
。
②
区
有
施

設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、　

か
１０

年
計
画
の
本
来
整
備
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
範
囲
内
で
、
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

少
人
数
学
級
の
取
り
組
み
と 

学
校
再
編
計
画
を
問
う

　

今
年
度
、
都
の
学
級
編
制
基

準
の
改
正
に
よ
り
、
以
前
よ
り

少
人
数
の
学
級
編
制
が
可
能
と

な
っ
た
。
区
内
で
は
小
学
校
４

校
、
中
学
校
１
校
で
、
効
果
が

表
れ
た
が
、
①
一
人
ひ
と
り
に

目
が
行
き
届
く
少
人
数
学
級
の

推
進
が
、
学
力
を
向
上
さ
せ
る

教
育
環
境
の
整
備
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。
②
都
の
少
人
数
学
級

の
取
り
組
み
で
、
学
級
増
が
見

込
ま
れ
る
が
、
学
級
数
を
も
っ

て
適
正
規
模
と
す
る
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
た
「
中
・
後
期
の
学
校

再
編
計
画
」
の
策
定
は
や
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

①
学
級
編
制
は
、

東
京
都
の
基
準
に
よ
り
お
こ
な

う
。
授
業
で
は
、
少
人
数
指
導

の
充
実
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

と
考
え
る
。
②
小
規
模
校
の
解

消
、
適
正
規
模
の
確
保
と
い
う
、

学
校
再
編
の
基
本
的
な
考
え
方

は
変
わ
ら
な
い
。
中
・
後
期
の

再
編
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
中

野
の
教
育
検
討
会
議
な
ど
の
結

果
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
す
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
は
、
糖
尿

病
、
心
臓
病
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど

の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
学
校
給
食
で
も
ト
ラ
ン

ス
脂
肪
酸
を
多
く
含
む
マ
ー
ガ

リ
ン
が
出
て
い
る
。
未
成
熟
の

子
ど
も
に
は
、
微
量
で
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
。
給
食
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス
脂

肪
酸
を
含
む
食
材
を
な
く
す
取

り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

過
剰
摂
取
に
な
ら

な
い
よ
う
、
献
立
作
成
や
食
材

の
選
択
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

桃
園
第
二
小
学
校
に 

渡
り
廊
下
を
設
置
せ
よ

　

体
育
館
が
校
舎
の
敷
地
内
に

な
い
た
め
、
児
童
は
道
路
を
横

断
し
て
移
動
し
て
い
る
。
安
全

対
策
の
た
め
、
安
全
指
導
員
を

配
置
し
て
い
る
が
、
費
用
対
効

果
を
考
え
、
渡
り
廊
下
の
設
置

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

車
両
止
め
を
置
く

な
ど
、
安
全
確
保
は
で
き
て
い

る
。
今
後
も
、
安
全
確
保
対
策

に
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
中
野
駅
東
口
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　

駅
西
口
側
は
開
発
が
進
め
ら

れ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
設
置

さ
れ
て
い
る
。
地
域
か
ら
は
、

東
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ

に
対
し
、
引
き
続
き
要
請
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

区　

長　

Ｊ
Ｒ
で
は
、
１
経

路
を
確
保
し
て
い
る
た
め
、
現

時
点
で
は
計
画
し
て
い
な
い
。


